
島根県作業療法士会 令和 5 年度 第 5 回理事会 議事録 
 
日時：令和 6 年 1 月 20 日 (土)  9：00～12：15 
場所：WEB 会議  
出席者：小林、森脇、篠崎、陶山、秋吉、石田、岩根、岩本、奥野、田中、立川、原田、古田、堀江、 

村上、吉岡、松本(令和 6 年度県学会長)、角             以上  18 名 
委任状：稲垣、石川、岸、佐藤千、佐藤佑、福代               以上  6 名 
  
1.会長挨拶  
  
2.報告事項                                                                   
●第 18 回作業療法学会について 
 ：テーマ「作業療法の魅力と可能性の再発見」 学会長：松本真輝 OT（海士診療所） 
  県士会 SNS との連携、企画検討中  
●推進局 広報部 
：ホームページアクセス数について(11.12 月分) ページビュー数上位 臨床指導者講習会 

●会長： 
  ：当会会員に関する倫理案件について 経過報告  
●事務局次長 
 ：事務局会議について提案。県士会中長期計画を協議していく。当面は役員中心で進め、今後は 
理事・監事についても経過で参加を募りながら運営していく。   

●教育局 生涯教育部 
 ：2025 年度より生涯教育制度の大幅な変更あり。  
●教育局 生涯教育部 
 ：中国地区クローズド研修会 研修会方法を対面か WEB 開催か工夫が必要との検討事項を共有。 
 

3.復命書 
●会長  
：JRAT 島根県医療政策課 意見交換会 2023 年 11 月 20 日開催 
 

4.企画事項 
●運転と作業療法委員会                               
： 令和 6 年度 運転と作業療法委員会研修会      2024 年年 10 月 26 日対面開催予定 
●専門部 脳血管障害チーム  

 ：令和 5 年度脳血管障害チーム研修会（高次脳機能障害）2024 年 3 月 2 日 ZOOM 開催予定 
 
5. 協議事項  
 ●事務局長                                     →承認 
  ：しまねリハビリテーションネットワーク令和 6 年度予算案について 
   拠出金会員一人当たり300円への増額提示あり。OT県士会の実情を鑑みて折衷案200円とする。 
   頻回の増額は困難である。3団体で「リハビリ」を周知できることはメリットが大きい。 

各種職種がつながる研修会（例：リハ職以外の地域人材対象）等で周知できる機会となると良い。 
   県士会として各種事業内の振り分け作業の実施が必要。（どちらで実施すると良いか、予算等） 
 ●事務局長                                     →承認 
  ：震災義援金について 30000円 他県の動向、会長の意向により対象県は一任とする。 
 ●事務局長                                     →承認 
  ：山口県 40周年記念事業について 10000円のお祝いと祝電 会長の式典参加  
 ●事務局長                                   →継続審議 
  ：交通費の費用弁償について 他団体の状況についても調査が必要。今年度中に継続審議。 

変更の場合、報告書兼領収書の書式を変更予定。 



●事務局 福利部                                  →承認  
  ：永年会員制度設立について ６月総会での承認を受け開始に向ける  
●事務局 庶務部                                  →承認  

  ：LINE 公式アカウントの料金プラン変更について 情報発信の頻度増加や登録者数増加への  

対応可能となるよう有料プランへ。ブロックメールは幅広く、LINE は県士会研修会中心の発信。 
 ●推進局 事業部                                  →承認 
 ：障がい者の方が作成されたものへの販売ルートの確保について 
  物販をされている方の把握・ニード調査、物販のルートなどの把握を行なっていく。 
 ●専門部                                    →継続審議 
  ：研修会の参加費について 研修会費の基準や目安の設定は専門部内で検討し取り決めていく 
 ●事務局 保険部・福利部                              →承認 
  ：2023 年度福利部保険部アンケートについて 2 月 1 日に島根県士会員、非士会員に向け 

アンケートを配信し 3 月 31 日を回答締切日とする。 
 ●教育局 学術部                                  →承認 
  ：フォロー体制のアンケート調査について 学会誌の発刊を目指し、学会での一般演題発表・ 

学術誌投稿のフォロー体制の構築のため、アンケート調査を行い、会員より意見を集めたい。 
 ●教育局 生涯教育部                                →承認 
  ：基礎研修自由選択（基礎ポイント研修）オンデマンド配信の対応について 
   各種研修に応じた対応方法とする。 
●運転と作業療法委員会                               →承認 
：運転委員会出張講座について 運転寿命延伸をテーマとした出張講座 

   宣伝チラシを作成し県士会の機関紙と共に配布する。 
 
【各部局 2024 年度事業計画】  
●事務局 庶務部                                  →承認 
： 「協会員＝県士会員」として定款及び規約の改正を行い、協会活動との連携を図る。 
会員管理の煩雑化・事務局の業務の煩雑化の是正を図る。 

●事務局 財務部                                  →承認 
  ：所属施設・氏名変更に伴う変更が適切に完了しない場合、事務局と財務部の名簿の整合性が 
合致しない事がある。 

●事務局 保険部                                  →承認 
  ：各分野に所属する会員同士が診療報酬対策をテーマに議論を交わすことができる機会を提供し 
同分野の会員同士が相談し合える仲間づくりの場を提供する。 

 ●推進局 事業部                                  →承認 
  ：作業療法フェスタ 2024年度テーマ「もっと知ろう OT」西部/東部開催予定。出前講座参加。 
●教育局 専門部 脳 血管障害チーム                        →承認  
 ：脳血管障害に関する作業療法の一助となるよう、研修会や部会を実施。 
●教育局 専門部 IT支援チーム                          →承認 
 ：育成セミナー2024 年度は総会前日企画の専門部マルシェに充てる。 
 
【特設委員会 2024 年度事業計画】 
●特別支援教育と作業療法委員会                           →承認 
： 特別支援教育の発展や理解を促すため、OT を含めた他職種での研修会等を開催し、啓発 
活動を行っていく。 

  

 

 

 

 

 

 



6.監事より 
 ●村上監事：今回話し合う中で現在の課題が明確になった。 
 ●吉岡監事：次年度に向けて頑張っていきましょう。 
 
7.副会長より 
 ●森脇副会長：理事会で議論できる時間は大切。 
 ●篠崎副会長：引き続き、次年度に向けて色々活動をしていきたい。 
 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
次回 令和 5 年度（2023）第 6 回理事会 
日時：令和 6 年 3 月 23 日（土）13：30～16：30 
場所：WEB 会議 
内容：各種協議事項  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 


